
 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                            校 長  澤田 有子 

  『栄光の架橋』という曲は、２００４年アテネオリンピックの日本応援ソングとして、ゆずの北川悠仁氏が作っ

た曲です。制作依頼を受けた時、氏はオリンピックというテーマはあまりにも大きすぎて、オファーがきてから

2 か月近く全く何も書けなかったそうです。悩みぬいた末にオリンピックに臨む選手の気持ちを書くのではな

く、自分が歩いて来た道を書こうと決意し、制作したのがこの曲だったそうです。生きていく中で負けることや

悔しかったことは誰にでもある。でもその中で「頑張ってきてよかった」という瞬間があるはずだから、その気

持ちを表現したと氏は語っています。 

 オリンピック中もオリンピック後も、いく度となく耳にしたこの曲ですが、２８年ぶりに金メダルに輝いた体操男

子団体戦後に聴いた時には、何かまったく別の曲のように感じたことを覚えています。逆転を狙った鉄棒最

終演技者の富田洋之選手の気迫のこもった演技と完璧な着地、さらに放送史に残ると後に言われた NHK

刈屋富士雄アナウンサーの実況放送「伸身の新月面が描く放物線は、栄光の架橋だ！」に心を大きく揺さ

ぶられたのかもしれません。それは、『感動』という言葉で表される感情なのでしょう。 

 さて、明日から始まる３９日間の長い休みの中で、子どもたちが心を揺さぶられるたくさんのことに出合って

ほしいと願っています。人との出会い、自然との出合い、本との出合い、日常生活の中でのさまざまな出合

い。『柔らかい心』が多くの出合いを引き出してくれるはずです。また、８月５日から始まるリオデジャネイロオ

リンピックも多くの出合いを提供してくれるにちがいありません。 
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